
熊本地震
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四
国
の
自
治
体
と
被
災
地
へ

　
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
熊
本
地
震
で
、
国
際
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」

（
北
区
）
と
総
社
市
は
1
9
日
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
を
想
定
し
て
進
め
る
支

援
の
仕
組
み
作
り
に
基
づ
き
、
香
川
県
丸
亀
市
な
ど
四
国
の
自
治
体
と
共
同
で

被
災
地
を
支
援
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
穴
各
自
治
体
の
派
遣
職
員
や
支
援

物
資
を
一
旦
、
総
社
市
に
集
め
て
熊
本
県
益
城
町
に
送
り
、
同
町
を
拠
点
に
活

動
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
瀬
谷
健
介
】

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
と
総
社
市
は

災
害
支
援
協
定
を
締
結

し
、
こ
れ
ま
で
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
き

た
。
現
在
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
発
生
時
に
津
波
な
ど

に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
群

る
徳
島
県
と
高
知
県
沿
岸

を
支
援
す
る
仕
祖
み
作
り

を
各
地
の
自
治
体
と
進
め

る
。

　
共
同
支
援
は
こ
れ
に
基

づ
く
も
の
で
、
益
城
町
の

要
請
を
受
け
実
施
。
支
援

す
る
側
の
自
治
体
と
し
て

は
総
社
、
丸
亀
岡
市
の
ほ

か
、
徳
島
、
高
知
両
県
と

徳
島
県
の
美
波
、
牟
岐
、

海
陽
の
３
町
、
高
知
県
の

高
知
、
須
崎
両
市
と
黒
潮

町
が
加
わ
る
。

　
職
員
派
遣
は
向
こ
う
約

１
ヵ
月
間
、
４
、
５
回
に
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分
け
、
各
回
1
0
入
程
度
を

派
遣
。
2
0
目
に
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

の
医
療
チ
ー
ム
と
総
社
市

職
員
に
よ
る
第
１
陣
が
出

考
Ｊ―

♂
’
″
ｉ
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，

発
す
る
予
定
で
、
市
民
か

ら
提
供
さ
れ
た
飲
料
水
や

衛
生
用
品
な
ど
支
援
物
資

も
届
け
る
。
ま
た
、
ガ
ソ

熊本地震の被災地への共同支援を確認したＡＭＤＡグ
ループの菅波茂代表（右から２人目）や片岡聡－・総

一総社市中央１の市役所で社市長（同３人目）ら

リ
ン
が
不
足
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
電
気
自
動
車
２

台
も
現
地
に
送
る
。

　
総
社
市
役
所
で
記
者
会

見
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
荒
波
茂
代
表
は
「
丸

亀
市
の
職
員
ら
を
含
め
た

第
２
陣
を
今
週
末
に
は
派

遣
し
た
い
。
徊
治
体
と
組

む
こ
と
で
、
現
地
の
必
要

に
応
じ
た
活
動
が
で
き

る
」
と
話
し
た
。

自
治
体
の
職
員
や

保
健
師
ら
も
続
々

　
　
　
　
建
物
判
定
な
ど

　
県
内
か
ら
は
1
9
日
、
熊

本
地
震
の
被
災
地
に
向

け
、
保
健
師
ら
や
精
神
医

療
の
２
チ
ー
ム
計
８
人

と
、
建
築
物
応
急
危
険
度

判
定
士
の
頁
格
を
持
つ

県
、
岡
山
、
倉
敷
市
の
職

員
計
1
0
人
も
派
遣
さ
れ

た
。

　
保
健
師
ら
は
熊
本
県
西

原
村
で
被
災
者
の
健
康
相

談
や
衛
生
対
策
に
あ
た

る
。
判
定
士
の
資
格
を
持

つ
職
員
は
２
次
災
害
防
止

の
た
め
、
熊
本
市
な
ど
で

建
物
の
倒
壊
の
危
険
性
を

判
定
す
る
と
い
う
。

　
県
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま

で
に
県
内
か
ら
消
防
隊
員

約
２
０
０
人
、
医
療
関
係

者
約
7
0
人
、
警
察
官
約
9
0

人
、
自
衛
隊
員
約
２
３
０

人
が
現
地
に
派
遣
さ
れ
、

熊
本
県
益
城
町
で
崩
れ
た
家
の
中
に
取
り
残
さ
れ
た
人
が
い
な
い
か
調
べ
る
隊
員
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1
8
日
、
岡
山
市
消
防
局
提
供

｢岡山は大丈夫思わないで｣
也消防司令長が帰週後

に中消防署（北区）で

記者会見した。

　上田消防司令長は

　「被災地までの道路は

渋滞がひどく、余震

があるたび、避難者

たちは不安そうな顔を

見せていた」と振り返

り、「岡山もひとごと

では無い。自分たちは

大丈夫という意識を払

拭してほしい」と訴

えた。

　今も同消防局の隊員

約80人が現地で活動中

で、今後も交代させな

がら体制を維持してい

くという。

　　　　　【林田奈々】

派
遣
の
消
防
隊
員
が
報
告

岡
山
市

　熊本地震の被災地に

緊急消防援助隊として

出動していた岡山市消

防局の消防隊員らが19

日、現地の状況や活動

内容を報告した。被害

が大きかった熊本県益

城町では、建物一軒一

軒の状態を確認して壊

れた家に取り残された

人がいないか捜索した

り、道路をふさいだが

れきの撤去にあたった

りしたという。

　同市消防局は最初の

地震があった14日の深

夜以降、人員を派遣。

この日は、本膳発生の

16日に同県に入った上

田匡消防司令長と林達
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